
10年間 
蓄電池容量維持率を

60%まで保証※2

蓄電池本体と
蓄電システム用分電盤を

10年間※1保証

保証
1

保証
2

定置式家庭用蓄電システム

TM

安全･高性能なSCiB™を使用
本蓄電システムは、東芝製リチウムイオン二次電池SCiB™
を搭載しています。東芝製リチウムイオン二次電池SCiB™
は負極の主要材料に燃えないチタン酸リチウム（ＬＴＯ）を
採用し、極めて安全で優れた特長があります。

※1 ： コントローラは2年間保証　※2 ： ２５℃で測定したフル充電時の電池容量維持率　※3 ： 設置地域によっては、環境条件により設置できないことがあります。設置の環境条件については販売店にお問い合わせくだ
さい。　※4 ： 充放電条件 ： 室温２５℃ ３Ｃフル充放電
※掲載写真はイメージです。実際の製品と異なる場合があります。

低温性能
－20℃でも
使用可能

急速充電
約2時間で

フル充電が可能 ※4※3

長寿命
10000回以上の
サイクル寿命

安心の10年間保証!!
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延長保証規定
1.延長保証制度とは
設置後、東芝定置式家庭用蓄電システムを長期間、安心してお使いいただくための保証制度が、この「延長保証」です。

2. 保証対象内容
（１）対象機器と保証期間は、次のとおりです。 ・蓄電池本体：設置完了日から１０年間　・コントローラ：設置完了日から２年間　・蓄電システム用分電盤：設置完了日から１０年間
（２）保証条件として、当社が指定の販売店、工事店が設置した工事であることとします。

5. 保証の適用
（１）設置工事については本保証の対象外です。設置工事に関する保証につきましては、お買い上げの販売店にご確認ください。
（２）本保証は、日本国内において使用される当社定置式家庭用蓄電システムにのみ有効です。
（３）製造物責任（ＰＬ）に関しましては、法律の規定によります。

6. その他
（１）保証書は再発行しませんので、紛失しないように大切に保管してください。
（２）保証書は明示した期間・条件において無償修理をお約束するものです。従いまして、保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）およびそれ以外の事業者に対するお客様の

法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などにつきましてお分かりにならない場合は、お買い上げの販売店にお問合せください。
（３）本保証は、保証書の記載されているお客様ご本人に対して、機器無償修理を保証するものです。

4. 保証の対象外となる場合
下記内容を守らなかったために発生した不具合については保証期間内であっても、無償修理の対象外となります。
（１）下記の事由による故障または損傷

●取扱説明書の内容を守らなかったために発生した不具合。
●誤ったご使用や不当な修理・改造で生じた故障および損傷。
●性能や構造に影響を及ぼさない経年変化または通常使用による自然のさび・カビ・変質・変色・色調の変化・音・振動・キズ・汚れ・液晶の表示劣化・その他類似の事由によるもので、
システムの運転に影響を与えない場合。
●火災、爆発、戦争、暴動、投石など外来の事故に起因する場合。
●天災地変（地震、風水害、落雷など）、海岸付近（塩害地向け製品を除く）、温泉地などの地域における塩害、腐食性の有毒ガス、浄化槽からの臭気などの空気環境に起因する不具合や
異常電圧で生じた故障および損傷。

●お買い上げ後の落下や取付場所の移動、輸送などで生じた故障および損傷。
●システムを設置した後に設置場所またはその周辺環境の変化に起因する場合。
●保証期間経過後に申し出があった場合または保証該当事項の発生後速やかに申し出が無かった場合。
●保証書のご提示がない場合。
●保証書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店（工事店）名の記入のない場合、あるいは字句が書き換えられた場合。
●保証書の製造番号と本体の製造番号が一致しない場合。
●施工上の誤り、据付不良による故障および損傷。
●電力会社や太陽光発電システムからの電気の供給トラブルによる故障および損傷。
●一般家庭用以外（例えば、業務用に使用、車両、船舶などへ備品として搭載された場合）の故障および損傷。
●湿気の多い場所や他の機器の影響（振動など）による故障および損傷。
●降雪地で小屋がけしないで屋外に設置し、雪による故障および損傷。
●ねずみ・鳥・カエル・ヤモリ・くも・昆虫類などの侵入による故障および損傷。 
●コントローラに水をかけた場合。（コントローラは防水タイプではありません。水をかけると故障の原因になります。）
●機器の故障に起因した営業補償などの二次補償。（電気代などに対する補償を含む）
●決められた電源以外でご使用された場合、あるいは海外で使用した場合。（この製品は日本国内専用です。）
●不具合、損傷などを原因として損害保険金、損害賠償金を受け取られた場合。
●お客様または第三者の故意、過失に起因する場合。
●転売等により所有者が変更した場合または当社に連絡無く当初設置した場所から移設した場合。

（２）次の費用はお客様のご負担となります
●当社で定めた販売店、工事店等以外での修理費用
●本書記載内容に基づく無償修理対象外の費用
●離島または離島に順ずる遠隔地への出張修理費用
●製品不具合がない場合の点検及び保守費用

3. 保証対象となる部分
無償修理の対象となる部分について、下記します。
（１）定置式家庭用蓄電システムの故障により、正常な充電・放電などの運転ができない場合
（２）蓄電池容量維持率が、６０％未満となった場合（２５℃で測定したフル充電時の電池容量維持率）
（３）システムを構成する機器または各部品に製造上の不具合が発見された場合

このカタログの内容は平成26年4月現在のものです。

照明事業本部　住空間システム部　〒212-8585　神奈川県川崎市幸区堀川町72番地34

(通話料無料)

ABC3800 10t1404

東芝ライテック照明ご相談センター 0120-66-1048
046-862-2772 0570-000-661

◎使い方のご相談は　平日のみ　受付時間 9:00 ～17:00

東芝ライテック株式会社　定置式家庭用蓄電システム 10年間保証リーフレット　2014年 4月
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